
Ｑ.日本に来たのは何年前ですか？
　7年前、日本に来ました。ベトナムの大学で２年半勉強して、
日本の大学へ3年次に編入しました。日本で4年間勉強してか
ら、現在、入社3年目です。

Ｑ.日本に来ようと思ったきっかけを教えてください。
　大学入学時、先輩からベトナムと日本の大学のツイニング・
プログラムという制度を紹介してもらいました。その制度を
通じて日本に留学するチャンスがあると思ったので、このプロ
グラムに参加しました。

Ｑ.建設業界（ゼネコン業界）を志望した理由を教えてください。
　学部4年時に建設会社で実務訓練を半年間行い、建設に
関する仕事を体験しました。このような経験を通じて、「モノづ
くり」に興味を持ち、ゼネコンで働きたいと考えました。

Ｑ.錢高組を志望した理由を教えてください。
　ゼネコン業界の中でも、錢高組は長い歴史や伝統により
培った技術と経験があり、錢高組で働きながら、技術力を向上
させ、社会インフラ整備に貢献したいと考えました｡

外国籍技術者の活躍

東北支店土木部  ヴォー・ゴック・バウ(ベトナム国籍)

多様な人材の活用（1） ～社内FA制度・グローバル人材～
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指摘件数

人材育成とキャリア開発

　当社では社員の早期育成を目的とし、職種・階層ごとの教育
計画の立案・実施により個人の能力向上と組織の強化を図っ
ています。新入社員に対しては入社後約２週間の集合研修を
行い、社内のルールや各部署の業務内容を把握するための
座学などを実施しています。
　また若手・中堅の事務系社員を対象とした研修では、キャリ
アビジョンの重要性や期待される役割考動・ビジネスコミュニ
ケーション強化について教育を行っています。
　技術系社員に対しては、職種・階層別教育研修によって品質・
原価・工程・安全・環境についての専門教育を行い、作業所長
としての心構えや現場管理能力を備えた人材の育成を図って
います。

職種・階層別教育研修と資格取得推進
　OJT教育では「安全管理」「原価管理」「工程管理」「品質管
理」「環境管理」等それぞれの達成すべき確認項目に対する進
捗度を四半期ごとに確認しています。本人の自己評価を作業
所長と母店の管理職で共有し、各個人の能力を把握すること
で、他の現場に異動しても各個人の能力に応じた教育が継続
できます。
　また建設現場においては資格を有していなければできない
業務・作業が多くあります。施工部門に限らず、管理部門に
おいても法律や経理などの高度な専門知識は欠かせません。
当社では資格取得を自己啓発の一環として推進しており、
一級建築士や技術士、１級施工管理技士、宅地建物取引士な
どの指定資格を取得した際には祝金を支給しています。

　IoTの時代にあっても建設という「モノづくり」の現場を支えて
いるのは人であり、だからこそ人から人へと技術や技能は伝承
されてきました。「最大の財産は人である」という基本的な考え
のもと、当社は、社員一人ひとりが日々の業務にやりがいを持ち、
活き活きと働くことができる労働環境づくりに努めています。

　2020年4月からはじまった「第12次中期経営計画」において
も、人材と担い手の確保・育成に注力することを大きな柱のひ
とつと位置づけています。様々な「人」が集い、多方面に活躍で
きる「場」を提供することで、当社の技術力やモノづくりに対す
る情熱を高めています。

　技術系社員だけではなく、営業や管理部門等の事務系社員
も含む全社員が「最新技術を学ぶ場」として、「建築分野」と「土
木分野」に分けて計２日間の「技術立社フォーラム」を開催して
います。両日とも熱のこもったプレゼンテーションと活発な
質疑応答が繰り広げられました。今年度は「脱炭素技術の取り
組み」をメインテーマとした事例発表が行われました。
　コロナ禍以前は、社員が各支社店の大会議室に集まり、日本
国内7拠点とベトナム統轄事務所をWeb会議システムでつな
いで開催する形式でしたが、2020年度以降、リモート形式に
よる参加も可能となり、ハイブリッド開催に変更しています。

技術立社フォーラム

① 社内ＦＡ制度（Z-チャレンジ21）
　当社では、社員一人ひとりが保有している能力の発揮と、
それによる組織の活性化を目的として、希望職種への挑戦を
アピールできる制度を設けています。
　挑戦したい人の「熱意」「やる気」「努力」をしっかりと確認し
たうえで、希望業務を行う部署への異動を検討しています。

② 自己申告制度
　当社では一年に一度、全社員が希望する部署や勤務地など
を自己申告できる制度を設けています。海外勤務に対する希望
の有無などもこの制度を通じて確認しています。希望者を優先
的に「適所 適材」に配置することが可能となり、社員が満足す
る人員配置を行っています。

各種社内制度の採用
　世界の経済活動を隔てる国境の壁は低くなり、グローバル
化の波が日本社会にも押し寄せています。日本人にはなく、
外国人だからこそ持っている感性や視点を、外国籍人材を
活用することにより、さらなる会社の発展につなげていきたい
と考えています。
　当社では将来、海外事業の中核となりうる外国人スタッフに
対し、日本で日本語の語学研修と、施工管理や工務・積算業務
などの技術研修を行う外国人研修制度を導入しています。
これまでにベトナム人エンジニア8名がこの制度を活用し、
日本での研修を経て、現在はベトナムおよび日本国内でそれ
ぞれ活躍しています。また、当社は外国籍人材の採用にも積極
的に取り組んでおり、これまで中国・ベトナム・マレーシア・
ミャンマー等の外国籍人材の採用実績があります。

グローバル人材の活用・雇用拡大

新入社員研修(ビジネスマナー)

技術立社フォーラム 発表風景

オフサイトミーティング

オフサイトミーティング グループ討議

新入社員研修(現場研修) 管理職研修

Ｑ.錢高組の上司や先輩社員、同僚はどうですか？
　上司や先輩は仕事だけでなく日々の生活でも分からない点
があれば丁寧に教えてくれます。

Ｑ.休みの日はどのように過ごしていますか？
　休みの日は宿舎近くの観光地で写真を撮影したり、海へ
釣りに行ったりします。

Ｑ.将来の夢や目標は？
　土木技術者として、社会の発展に貢献し、後世に残る構造物
の建設に携りたいと考えています。

人権・労働慣行CSRへの取り組み
持続可能な社会の実現に向けて

　中期経営計画の策定や見直しに当たり、次世代を担う社員
の経営参画意識の醸成と施策の提言を目的に、毎年「オフサイ
トミーティング」を開催しています。
　「若手社員」「中堅社員」など各回で異なる立場の社員を
全国から集め、2日間にわたって日常業務から離れ、オフサイト
形式で少人数グループによる集中討議を行います。討議や
発表を通して「社員の生の声」を集め、中期経営計画の策定・
見直しをはじめとする経営の参考としているほか、コンプライ
アンスやダイバーシティに関する討議を行っています。
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